
その他の食料品製造業における炉、窯を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

2 17~18

朝食の対応中にコーヒーの出し終えた粉を捨てようと持って移動していた際に、

誤って鍋にぶつけてしまい、反動で左腕、手首付近にかけてしまい火傷を負ってし

まった。

49

300

～

499

3 17~18
会社調理場で回転釜のお湯に野菜（玉ねぎ）を入れるとき、回転釜のお湯がこぼれ

て左足にかかってしまい、膝下を火傷した。
38

30

～

49

4 2～3

煮沸釜の下にある、熱湯（85℃くらい）が通っている配管があり、本来なら熱沸

殺菌の工程が終わってから、外して確認する所を不注意により外してしまい熱湯が

体にかかってしまった。

21

50

～

99

5
10～

11

3回目の砂糖作りをしていて、3番鍋から攪拌機に黒糖汁を移してすぐ、代表者が

攪拌機のスイッチを入れた時に、熱い黒糖汁が、代表者とその側を歩いていた被災

者の腕にかかった。

58
1～

9

6
21～

22

調理器具の殺菌作業中、85℃（お湯）の煮沸殺菌槽から消毒後の調理器具が入っ

た籠を取り出す際、籠を殺菌槽にぶつけ調理器具が槽内に落下した。 落ちた調理

器具を取り出そうと咄嗟にニトリル手袋をした左手を湯の中に入れ、手首を火傷し

た。

33

100

～

299

6 2～3

混合ドラムの蒸気殺菌作業をしていた被災者は、作業終了後、蒸気を止め、蒸気

ホースを取り外し、混合ドラムの蓋を外して内を確認しようと、顔をドラムの方へ

向けた際、顔に蒸気が当たった。

54

100

～

299

調理室において清掃をしている際、湯を溜めた釜を固定するストッパーを外した状 500



12 14~15 態で作業をしており、よそ見をしている間に水の重さで釜が傾き、熱湯がこぼれ、

長靴の中に入り込み、両足首付近に火傷を負った。

60 ～

999

12 3~4

バスタブランチャー横殺菌シンクから熱湯を桶にて汲み上げた際、前掛けが腰ひも

部分で手繰り上がった状態になっており、長靴の上まで前掛けの裾が上がった状態

に被災者は気づいていなかった。 熱湯を汲み上げた際に桶がシンクの縁に引っか

かり、熱湯が被災者にこぼれてきて、前掛けを伝い両足の長靴内に入った。

54

100

～

299

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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